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1は じ め に

東北地方では、現在、宮城、岩手を中心として、年

間約 69,000ト ンの養殖カキの水揚げがある力ヽ そのカキ貝殻

廃棄物の処理が大きな問題となっている。カキ貝殻廃棄物を

粉末にし、土壊改良資材として利用しようとする試みは、横

田 0981)により広島の土壊及びカキ貝殻を材料として行わ

れ、その可能性が示された。しかしながら、東北においては

未だその検討がなされていない。一方、東北地方においては、

近年、者朽化した草地の土壌が酸性化し、牧草の生育障害が

起こるなど問題が顕著となってきている。そこで、本研究で

は荒廃草地土壊へのカキ貝殻粉末の施用がオーチャードグラ

スの生育に与える影響を、炭酸カルシウムと比較した。とこ

ろで、広大な草地面積を有する公共牧場では草地に大量の土

壌改良資材を投入することは経済的に困難な場合が多い。こ

のため、本研究では■定の肥料費の範囲内で土壌改良を行う

という観点から、化成肥料とカキ貝殻粉末及び炭酸カルシウ

ムとの組み合わせ効果について検討した。

2試 験 方 法

供試土壊は、北東北地方の公共草地 (放制 から採取

された荒廃草地土壊である。その化学性はpHm201が 46、 全

窒素08盤、全リン467 mgり/宅± 100g、 トルオーグリン酸
10 5 mgPpノ党± loog、 交換性嚇 オン含有量はCa、 Mg、 K
がそれぞれ 103、 081、 0 37 me/空± 100gであった。

試験1:カキ員殻粉末の化学性、並びに土壊改良効果の検討

本試験では岩手県宮古産のカキ貝殻粉末を供試した。

全炭素、全窒素の含有率はCNコーダーにより、リン、カリ、

カルシウム、マグネシウムの合有率は湿式灰化後、リンはア

スコルビン酸還元法、カリは炎光法、カリレシウム、マグネシ

ウムは原子吸光法により求めた。また、炭酸カルシウム (以

下炭カル、CaO、 33%;MgO、 2%を含む)及U切キ貝殻粉末を

供鵡 10g的 に25、 50、 75、 100、 150、 200mgに

れぞれha当たり施用量25、 50、 75、 10、 15、 20tに相当)

を混和し、通気法によりp■ lHPを測定した。

試験2:化成肥料、炭カル、カキ貝殻粉末の施用がオーチャー

ドグラスの生育に与える影響

化成肥料 (卜P2叶K204gOの各成分 20、 10、 10、 5%を含

む)、 炭カル、カキ貝殻粉末を組み合わせて8つの施肥処理区

を設けた。Tl区 (処理 1区、以下各処理区に略号を用いる)

は、対照区とし、無処理とした。T2区は化成肥料のみを

600kg/ha施用する区とし、T3～T8区では全資材購入費が T2

区と同じになるように各資材を配分することとした。聞き取

り調査により、化成肥料、炭カル、カキ貝殻粉末のに当たり

単価をそれぞれ 69円、24円、30円とし、T2区の肥料購入費

141,400円 )の 25%を単位として炭カルあるいはカキ貝殻粉

末を施用する組み合わせを設定した C訓 )。 栽培にあたって

は、500ml容のポットに未風乾新鮮± 417g(風乾土換算 300

g)を充填し、各処理区4反復とした。発芽後 10日間が経過

したオーチャードグラスの幼苗を各ポット5個体移植し、昼

温 20℃ (照度 2万 1ux :12時間)、 夜温 15℃ (12時間)の

グロースチャンバー内で 60日 間育雌 葉数・茎数を計数す

るとともに、地上部及び地下部の乾物重を求めた。同時に、

供試土壌 50g(風乾土)に化成肥料、炭カル、カキ員殻粉末

を Tl～T8と同様の施用量で混和し (3反復)、 植物体を生育

させないで 21日 間培養後のpH QO)を測定した。

3試 験 結 果 及 び 考 察

試験1:供試したカキ貝殻粉末の化学成分を表2に、図1には

炭カル、カキ貝殻粉末の施用量と土壌 pHとの関係を示した。

ha当たり施用量が 251では、炭カル及びカキ員殻粉末の施

用 lt/haで土壊pHをそれぞれ 028及び 024上昇させる効

果を有していた。

試験2:21日間培養後のILm pHは T5区で高い傾向が認めら

れた。オーチャードグラスの茎数は、T2～8区の処理区間に

有意な差が認められなかった (表 3)。 葉数はT7区がT2区を

有意に上回つた。地上部及び地 卜闘ヽの乾物重は、T2～8区の

処理区間に有意な差が認められなかった。しかしながら、T

4区及び T5区の地上部/地下部比はT2区に比較して有意に

低くなり、炭カルあるいはカキ貝殻粉末の施用が地下部の生

長を促進させる傾向が示された。

一般に、牧草の生育量は、窒素、リン等の施肥量に比例

するが、本研究では、低水準の化成肥料の施用量でもオーチ

ャードグラスの生育は低下しなかった。これは、供試土壊の
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pH及びカルシウム含有量が低く、炭カル及びカキ貝殻粉末の  末の施用により牧草地下部の生長が促進されることなどが示
土壌改良効果が肥料の低減効果を上回ったこと、並びに供試  された。
ELaをポットに― る

ことにより土壌の乾土効果力湧れた

こと等が要因であると考えられる。ただし、これらの結果は  謝 辞
ポット試験で得られたものであり、圃場での検証が必要であ

る。また、本試験ではカキ貝殻粉末の価格を30円/kgと見積    本論文の御校間を頂いた東北農業研究センター畜産草地
もったが、カキ貝殻粉末は現在流通していないため、その価  部長 名久井忠 博士、同部上席研究官 高橋繁男 博士、同セ
格には動 助口味されていない。公共草地等においてカキ  ンター土壊環境制御研究室 田村有希博室長、研究の遂行に
貝殻粉末力利用されるためには、粉砕処理・運送コストの低  当たり御助言を頂いた同センター畜産草地部 出回新研究員、
減が必要と考えられる。                   米丸淳一研究員に感謝いたします。
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表1  各処理区におけるイb期じ銑 炭酸カルシウム、カキ貝殻粉末の組み合わせ
鯉 区 本文 中

鵬

購入費用配分割合lkl 施用量 lkmal
化ヵえ    ウたカル     カキJミ売受 N    P,0`  L0 回Ca0

鯉

拠里里2

処興13
交曼里4
拠興15
交り里6

拠壼里7

処理 8

1 Tl
T2
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T4
T5
T6
T7
T8

０

０

４２

８４
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４３
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０

６０
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表2 供試カキ貝殻粉末の化学成分
測定項目 単位 測自直

全炭素

全窒素

全リン

カルシウム

マグネシウム

カリウム

∞

α)

lmg P.0/100gl

(CaO  %)

lmg抽愛 /100gl

lmg k.0/100gl

l1 07

表3 各処理区における土壌 pH、 及びオーチャードグラスの生育
処理区 培養後土壌

pHQO)
数

lX/ポット)
葉数

αツボット)

乾物重 (g/ポット) 地上Ⅳ 地下部比

地上部 地下部

Tl
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8

387b
4 02 ab

381b
3 98 ab

433a
384b
3 92 b

4 17 ab

27b
38a
43a
45a
43a
41a
49a
47a

125c
16 9 bc

20 3 ab

20 8 ab

19 5 ab

18 9 ab

23 3 a

21 3 ab

055b   025b
0 94 a       0 39 ab

1 09 a       0 52 a

l 10 a      0 62 a

0 87 ab      0 52 ab

0 97 a       0 46 ab

1 08 a       0 54 a

0 91 ab      0 45 ab

2 3 ab

26a
2 2 ab

18b
17b
2 1 ab

2 0 ab

2 1 ab

注 :同じア,レファベットの付いているデータ間には5%水準で有意な差がない。
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